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１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

① 学校の概要・特徴等

校訓：自主協同 教育目標：未来を創る自己の確立
・改称、統合を経て、２０１７年に義務教育学校として開校
・２０２３年 後期課程校舎改修
・前期課程（１～６年生 各２クラス） 後期課程（７～９年生 各３クラス） 計７１６名



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

【研究組織】
「探究」「コミュニケーション」
「コラボレーション」を意識
☞世代継承サイクル
☞子どもの学びを支える「教師の学び」

② 探究学習・協働研究

・ロングスパンの探究的な学びを全教科でデザイン
・教科、社会創生プロジェクトにおいて、他学年、および他ステージの子どもとの
交流活動、合同授業をデザイン
・全教科、領域で実施し、深い理解を伴った生きて働く知を構成
・社会創生プロジェクトでは、総合的な学習と特別活動を合科した領域として、
子どもたちの発意をもとに社会とつながりながら学んでいく 〔HPより〕

〔HPより〕



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

③ グローバル教育

・福井大学を訪れる、留学生や実習生と日常的に交流。
〔HPより〕

〔HPより〕

〔HPより〕



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」 ④ オープンスペース・教室・教具等

・新しく後期課程の校舎を改装
・移動できる机・ホワイトボード・プロジェクター等教具の検討、配備
・４つのプロジェクトルームを設置〔内、２つは主に理科室〕
・二つの理科室には異なる機能（活用目的）を持たせる。授業を実施しやすい面のほかに、
子どもたちが自由に使い、動かし、使いやすいことを念頭に配備

🌠４つの
プロジェクトルーム

🌠簡単に移動
できる可動式
の机・椅子

〔HPより〕



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

・各クラスの教室は、すべて教室と廊下の壁をなくした
オープン型教室。
・廊下部分は、個人用ロッカーのほかに、多目的スペース
として学習空間に活用。

🌠共用部分には
生徒の作品を展示

④ オープンスペース・教室・教具等



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

➄ 職員室のフリーアドレス制

・職員室は、フリーアドレス制を導入。荷物は基本的に個人用ロッカーで保管。
・１日ごとではなく、定期的に席替えをする形のフリーアドレス。
・教科、職種を越えた座席配置。
・多種多様な視点から、日常的に交流ができ、アイデアが生まれる。

🌠荷物は個人用
ロッカーで保管



１.「福井大学教育学部附属義務教育学校」

⑥ 公開授業の様子（８年生の国語〔走れメロス〕）

・他教科の職員も交えて本時の展開を検討。
・授業を子どもたちと創っていく⇒プロセスを大切に！
・話し合いに際して⇒どのように教師が、どのような視点で「見取って」いくか
を他校の先生方と語り合うことが当日のポイント
・研究協議会は、６０分間以下の２点を考える時間に使用。
「子どもたちの学びの姿について」「授業のあり方について」



２.石川県加賀市

２. 石川県加賀市

「加賀市立金明小学校」
子どもに学びを委ねる授業

「加賀市教育委員会」
BE THE PLAYER



２.「加賀市立金明小学校」

子どもに学びを委ねる授業

・加賀市教育委員会が掲げる「BE THE PLAYER」の
理念のもと、教師主導の授業のみから脱却し、「子ども
に学びを委ねる」授業展開を意識。
・研究テーマは算数の研究推進。

◇石川県加賀市の加賀温泉駅から北部に約５キロ地点に

位置する、四方を自然で囲まれた小学校。

◇全校児童９３人。すべて単学級。

◇教職員計２４人で学校を支える。

〔HPより〕

・本時のゴールと、到達ラインを共有。
・子どもたちは、この時間をどのような時間配分で、どのよ
うに取り組んでいくかを、まず自分で計画する。
・方法、場所、誰と一緒に取り組む、もしくは一人で考える
等を、自由に選択することができる。



２.「加賀市教育委員会」 子どもに学びを委ねる授業

【参観後の交流会にて】〔島谷教育長より〕
・各学校で、それぞれこだわりをもって研究を進めてくれている。
子どもに学びを委ねる時間があるかどうかが大切。
・まさに、学びは相似形。
・市教委は伴走支援に徹する。地域によって子どもたち
の実態はかなり違うため、市教委も試行錯誤しながら
学校と、ともに悩み、取り組んでいるところである。



２.「加賀市教育委員会」

【STEAMプログラム】
・人口減少、地方創生等、答えのない問いが
あふれている「今」そして子どもたちの「未来」
を見据えた教育。
・加賀市独自のカリキュラム。
・本質的な問題を発見し、創造的に課題解決
に挑んでいく探究型の学習。

・小学４年生からのプログラミングを小学１年生からスタート。
・「ワクワク」「教科横断」「課題解決」の３つの柱。



２.「加賀市教育委員会」

【学校部活動改革プラン】
・部活動について、子どもが自ら多様な形を
「選択できる」環境を作っていく。
・学校部活動の割合を段階的に減らしてい
き、「ALL加賀」で支えていく。
・「多様な人と関わる」＋「専門性の追求」を
めざし、「地域クラブ」の開設」を順次進め
ていく。

・小学５年生～中学３年生とその保護者へのアンケート結果によると、
小学生の７５％、中学生の６０％は、他校の子どもたちと活動したいと
回答している。



２.「加賀市教育委員会」

【不登校支援プラン】
・全国や石川県と同様、不登校の子どもの数
が増加している。
・加賀市学校教育ビジョンがめざすのは、
「そろえる」教育から「伸ばす」教育。
・子どもが学校に合わせるのではなく、学校
が変わっていく。

・「学校内の相談先・居場所」「学校内外をつなぐ相談先」「学校外の
居場所」をわかりやすく提示。
・どこからでも、どこにいても、BE THE PLAYER




